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１２
月
１５
日
、
津
和
野
体
育
館
に
お
い
て
「
こ
こ
ろ
の

輪　

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う　

大
き
な
福
祉
」
を
テ
ー
マ

に
「
第
39
回
福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
津
和
野
町
民
余
芸
大

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
余
芸
大
会
も
、
町
内
の
同
好
会
や
愛
好
者
な

ど
の
団
体
・
個
人
合
わ
せ
て
１７
組
が
出
演
さ
れ
、
素
晴

ら
し
い
演
技
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
演
目
に
は
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
や
和
太
鼓
演
奏
な
ど
が
あ
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
だ
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
約
３
０
０
名
の
来
場
者
が
あ
り
、
設
置
さ
れ

た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
箱
に
は
１
０
３
，
９
４
３
円
の
募

金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
募
金
は
、
全
額
「
赤
い
羽

根
共
同
募
金
」
へ
寄
付
し
、
町
内
の
福
祉
事
業
へ
活
用

さ
れ
ま
す
。

第
39
回
　
福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　
津
和
野
町
民
余
芸
大
会

こころの輪
　みんなでつくろう
　　大きな福祉
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　12 月 16 日、市民学習センターにおいて益田青年会議所と益田市社会福祉協議会、吉賀町社会福祉協
議会、津和野町社会福祉協議会との災害ネットワーク協定書調印式が行われました。 
 この協定は近年頻発している集中豪雨、地震
等の災害に備え、相互の連携をより強化し、平
常時から準備と心構えおよび協力体制を構築
し、災害時の復旧・復興作業や情報共有、救援
物資等の支援が迅速かつ円滑に遂行すること
を目的としています。 
　これを機に、よりしっかりとした連携に取り
組んで参ります。

　このたび生命保険協会島根県協会より本会に対して福祉巡
回車をご寄贈いただき、12 月 11 日には松江市のいきいきプ
ラザ島根において寄贈式が行われました。
　生命保険協会島根県協会は、加盟している 17 社に呼びか
けて集められた募金を浄財として、平成６年度以降継続して
福祉巡回用の軽自動車を県内の社会福祉協議会等を対象に寄
贈しておられます。今回で 39 台目となり、ご寄贈いただい
た車両は、県内各地において活躍しています。
　本会においても訪問介護事業等の在宅介護サービスに活用
し、更なる事業の充実と地域福祉推進を図りたいと思います。
心よりお礼申し上げます。

災害ネットワーク協定書 調印式

生命保険協会島根県協会より福祉巡回車寄贈

　謹んで新年のごあいさつを申し上げます。
　元号も令和となり初めてのお正月、町民の皆様におかれましては、ご健勝にて新年を
お迎えのこととお慶び申し上げます。
　また、皆様には、平素より本会に対しまして暖かいご支援ご協力を賜り、心より深く
感謝申し上げます。
　さて、昨年は本町におきましては、幸いにして大きな災害等もなく、ほっとしているところですが、全国へ
目を向けますと集中豪雨や台風による災害も多く発生しました。また、隣町の吉賀町では大火もあり、平素か
らの防災への心積もりや備えの大切さを痛感しております。
　また、本町では、ますます人口減少と超高齢化が進んでいます。本会では町民の皆様に健康で楽しく過ごし
ていただけるよう生活支援や福祉事業を実践し、また、支援や介護が必要になった方々には適切な介護サービ
スの提供に努め、この町に住んで良かったと思える福祉施策の一翼を担って参りたいと存じます。
　本会を取り巻く課題は多岐に渡っています。みんなが自分らしく安心して暮らせる福祉のまちづくりのため、
行政をはじめ民生児童委員の皆様、町社会福祉法人連絡協議会等多くの方々と手を携えて地域福祉の充実に向
けて役職員一丸となって取り組んで参りたいと存じますので、引き続きご指導ご支援をお願い申し上げ、新年
のごあいさつといたします。

　　　令和２年　元旦
社会福祉法人津和野町社会福祉協議会　会　長　内　谷　澄　男

新年のごあいさつ令和２年
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手づくり弁当贈呈事業
　11月19日、11月26日の両日、敬老事業の一
環として町内の75歳以上のひとり暮らしの方
と80歳以上の高齢者世帯の方に手づくりの弁
当をお贈りしました。
　栄養バランスの取れた彩り鮮やかなお弁当
は、津和野町食生活改善推進協議会のみなさ
んに作っていただきました。このお弁当に町
内の小学生の手紙を添えて、民生委員のみな
さんのご協力により、対象者のお宅へ届けら
れました。（※この事業には、赤い羽根共同募
金の助成金が使用されています。）

　１０月１９日、津和野体育館において、「ふれあいまつり」と「健康まつり」が合同で開催されました。
　当日は雨模様ではありましたが、多くの方に参加していただくことができました。チャリティーバ
ザーの収益金も７１，０６９円となり、この収益金で町民のみなさまに無料で貸し出す福祉用具等を購
入する予定にしております。

第22 回 ふれあいまつり
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赤い羽根共同募金　街頭募金
　赤い羽根共同募金の街頭募金を 10月 1日の出発式をかわきりに 10月・11月の土、日、祝日に実施しました。
　街頭募金活動は、町内の各団体にご協力いただき、観光名所や施設の駐車場などで行いました。ご協力いた
だいた各団体や町民のみなさまに厚くお礼申し上げます。

協力団体：	津和野町役場、津和野町民生児童委員協議会、津和野町連合婦人会、津和野カトリック教会、
	 西中国信用金庫津和野支店、津和野中学校、津和野町社会福祉協議会役職員、津和野町共同募金委員会

○津和野町神星会、善正寺仏教婦人会の皆さまより歳末たすけあい募金へご寄附をい
ただきました。

　津和野町の住民自らが参画し、実施する地域福祉活動の応援や津和野町の地域福祉の向上に資することを

目的とします。（ただし、営利を目的とする活動など共同募金委員会が適当でないと認めた事業は除きます。）

（助成対象期間）	 令和3年4月1日以降から令和4年3月31日まで の事業です。

（申 請 方 法）	 令和2年5月29日（金）まで にお申し込み下さい。
	 電話　本所：７４－１６１７　津和野支所：７２－１４９４

募金にご協力いただき、ありがとうございました。

共同募金の助成金で福祉活動を行ってみませんか！
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　下記の日程で心配ごと相談を実施します。どんなことでもかまいませんので、お気軽にご相談下さい。

相談事業のご案内

　下記の日程で無料法律相談を実施します。借金、訪問販売、架空請求、土地の問題などさまざまな問題に弁護士が助言
します。お気軽にご相談下さい。

　下記の日程で遺言の書き方や相続、成年後見制度などについての相談会を開催します。お気軽にご相談ください。

〈どこに相談してよいか分からない時〉

〈法律に関することや専門的な問題がある時〉

〈遺言や相続、成年後見制度などについての相談がある時〉

〈経済的に困っている時〉

〈障がいについての悩みや困っている時〉

月 日（曜日）
２月 14日（金） 28日（金）
３月 13日（金） 27日（金）

月　　日 場　　所 担当弁護士
２月21日（金） 日 原 会 場 谷 川 弁 護 士
３月27日（金） 津和野会場 羽 柴 弁 護 士

月 日（曜日）
２月 ７日（金） ２１日（金）
３月 ６日（金）

【心配ごと相談】
　　場所：津和野町福祉センター　２階会議室
　　時間：午前10時～正午

【明るい生活相談】
　　場所：津和野町保健福祉センターやまびこ
　　時間：午前10時～正午

○担当弁護士：	谷川法律事務所	 谷川　　円　弁護士
	 羽柴法律事務所	 羽柴　貴宏　弁護士
○場　　　所：日 原 会 場…津和野町保健福祉センターやまびこ（社協本所）
　　　　　　　津和野会場…津和野町福祉センター（社協津和野支所）
○時　　　間：１3時～１6時（１人30分です）
※相談は無料です。
※相談には予約が必要です。（電話：７２－１４9４）

○担当相談員：
　網本行政書士事務所　網本行政書士
○時間：13時～ 16時
※相談は無料です。
※予約は不要です。

【法律相談】

【遺言・相続・後見相談】

月　　日 場　　　　　　所
２月12日（水） 津和野町福祉センター（社協津和野支所）
３月11日（水） 津和野町保健福祉センターやまびこ（社協本所）

ひとりで悩まず、お気軽にご相談ください！

　心配ごと相談・明るい生活相談では電話相談も行っています。対応は相談日の相談時間中（10：00～ 12：00）です。
お気軽にご利用ください。

【受付電話番号】	 心配ごと相談　７２－１４９４（ケーブル電話	＊７２－１４９４）
	 明るい生活相談　７４－１６１７（ケーブル電話	＊７４－１６１７）
（※社協職員が電話に出ますので、「心配ごと相談（明るい生活相談）へつないでください。」とお申し出下さい。）

　津和野町特定相談支援事業所では、
障がい（身体・知的・精神）のある方や、
そのご家族の方などの悩みや、お困り
ごとについて、保健・医療・福祉の関
係機関と連携し、相談や福祉サービス
の利用のお手伝い・情報提供等の支援
を行います。

　津和野町社会福祉協議会では、生活
上のさまざまな問題により困窮状態に
ある方に対し、地域の中で自立した生
活が送れるよう、一人ひとりに寄り
添った相談対応をいたします。

「津和野町特定相談支援事業所」
場所　津和野町日原１４　保健福祉センターやまびこ内

電話　社協本所：　７４－１６１７
相談時間　8：30～17：15（土、日、祝日を除く）

相談窓口・津和野町社会福祉協議会
電話　本所：７４－１６１７　　津和野支所：７２－１４９４

相談時間　8：30～17：15（土、日、祝日を除く）
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　１１月２２日、津和野町福祉センターにおいて
恒例のチャリティー囲碁大会「春夏秋冬塾」の冬
塾を開催しました。当日は、町内外から１３名の
参加があり、熱戦が繰り広げられました。なお、
大会の結果は右記のとおりとなりました。

※チャリティー囲碁大会での募金６，２２８円は、赤い
羽根共同募金に寄付されます。

【大会結果】

個人戦

団体戦

優　勝……………  神野　紀雄（八段）
準優勝…………… 	鶴　　輝善（五段）
第３位…………… 	木村　昇治（四段）

優　勝　津和野チーム
 先鋒　山見　　稔（三段）
 中堅　三家本鶴生（四段）
 大将　安見　隆義（七段）
準優勝　山口チーム
	 先鋒　佐々木喜次（四段）
	 中堅　木村　昇治（四段）
	 大将　鶴　　輝善（五段）

第40回  チャリティー囲碁大会　春夏秋冬塾

ふ
れ
あ
い
俳
句
サ
ロ
ン

私
の
作
品

祝
１
０
０
回

　

こ
の
た
び
、ふ
れ
あ
い
俳
句
サ
ロ
ン
が
記
念
す
べ
き
１
０
０
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。

　

山
陰
の
小
京
都
と
呼
ば
れ
、文
化
と
風
情
に
富
ん
だ
津
和
野
に
住
む
人

た
ち
が
、気
軽
な
俳
句
会
を
通
し
て
、ふ
れ
あ
い
、交
流
を
深
め
、よ
り
豊
か

な
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
二
十
三
年
八

月
の
第
一
回
目
以
降
、毎
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

俳
句
は
難
し
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、初
心
者
の
方
で
も
気
軽
に

参
加
で
き
ま
す
。俳
句
を
話
題
に
一
緒
に
お
話
し
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

○
開
催
日
　
原
則
毎
月
第
三
火
曜
日
　 
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

○
会
　
場
　
津
和
野
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
社
協
津
和
野
支
所
）

○
参
加
者
　
俳
句
に
興
味
が
あ
る
人（
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

○
参
加
料
　
１
０
０
円

○
申
込
み・問
合
せ
先
　
社
協
津
和
野
支
所（
電
話
七
二
ー
一
四
九
四
）

神
迎
風
く
ぐ
り
く
る
二
の
鳥
居

	

金
子　

眞
次
（
耕
田
）

音
は
ず
す
大
正
琴
や
寒
の
部
屋

	

福
増　

泰
資
（
後
田
）

歳
時
記
を
片
手
に
庭
の
日
向
ぼ
こ

	

世
良　

德
祐
（
森
村
）

冬
紅
葉
極
め
竜
王
戦
の
黙

	

猪
俣　

北
洞
（
森
村
）

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
笑
顔
や
さ
し
き
母
強
し

	

下
森
ヤ
ス
ヱ
（
中
座
）

ふ
と
覚
め
し
雪
に
も
音
の
あ
る
や
う
な

	

上
山　

純
子
（
高
峯
）

幼
子
の
後
ろ
付
く
道
冬
苺

	

大
庭　

南
子
（
池
村
）

第２９回 くにびき学園西部校学園祭のお知らせ
日　　時	：	 令和２年２月８日（土）　９時３０分～１４時００分
場　　所	：	 いわみーる（浜田市野原町１８２６－１）
内　　容	：	 ◆各専科学習活動発表	 ◆園芸作品、OB陶芸作品即売会
	 ◆学園生趣味作品展示	 ◆チャリティーバザー	 ◆喫茶コーナー開設
	 ◆学園生、ネットワーク会員ステージ発表（午前中）
問合せ先	：	 くにびき学園西部校事務局
	 （電話）０８５５－２４－９３３６
	 ※実行委員会　文化部長代理　小川　眞作
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ボランティアコーナー 津和野町ボランティアセンター情報

月いちボランティア清掃活動のお知らせ

収集ボランティア活動

月 日 時 間 活動・集合場所 活 動 内 容

３月７日（土） 午前8時～ 9時 社協津和野支所 ごみ拾い

　本会では、古切手・使用済みテレホン
カード・書き損じはがき・ペットボト
ルのフタを募集しています。消印を押
された切手や使用済みのテレホンカー
ド、書き損じたはがきなどは集めるだ
けでボランティア活動になります。
　集めていただいた収集品を社協へ
持ってきていただければ、本会からＮＰＯ
などの団体へ送付することにより、福
祉活動の資金や発展途上国の救援活動
資金などに役立てられます。また、書
き損じはがきは、新しいはがきと交換
し、「はがきボランティア」に使用され
ています。ご協力をお願いします。
※収集の際のポイント
　①ペットボトルのフタは、洗浄をお願いし
ます。	②回収対象は「飲料用のペットボトル
キャップ」に限定しています。醤油やソース、お酒など飲料用以外のキャップは、受け付けできません。	③古切手は、周りを１㎝程度残
して切り取ってください。

収集ボランティアにご協力いただきありがとうございました。
　（12月31日受付分まで）

（順不同・敬称略）
等 農　　 修 日　熊　恵之輔 雪　野　トシエ 青　木　美和子

益　井　よし子 村 上 末 美 木 村　　 清 竹 田 眞 一

中 村　　 修 有　田　キミ子 結　城　ナヲ枝 青 木 和 憲

吉 尾 幸 子 中　崎　マサ子 安 野 明 夫 有 田　　 榮

三 宅 浪 子 大 中 和 江 水 津 照 子 山　田　満起榮

中　井　富美子 松 原 浩 子 大河原　ふゆの 村 上 寛 子

藤 井 邦 子 中 村 早 苗 水 津 敦 己 豊　田　美保子

山 本 束 美 平 野 政 子 水 津 幸 子 大　 庭　ノブコ

宮 内 文 子 村 松 商 店 イワタニ島根津和野営業所 石見西地区会郵便局長夫人会

こ う の 眼 科 津和野小学校職員一同 堀 庭 園 津和野高校つわぶき寮

石 見 紙 工 業 栗 栖 組 ハシモト自動車工業 津 和 野 町 役 場

脇 本 婦 人 会 藤 田 理 容 店 星 の 里 池 河 公 民 館

つ わ の 清 流 会 退職公務員連盟鹿足支部 匿 名 2 2 名

今日からあなたも『 ＋
たす

“c
け あ

are”“愛
あい

”（助け合い） 』の主役になれる！
～ 普段の暮らしに“ケア（配慮や気配り）”と“愛”をプラスして ～

　助け合いの必要性を感じている人やボランティアに関心がある人は多くおられますが、
時間を作って活動するということはなかなか難しいことです。
　ボランティアセンターでは、普段の暮らしの中で、だれにでも簡単にできる助け合い活動
やボランティア活動を紹介し、だれもが助け合いの主役になれる地域を目指します。

今日からできる助け合い

『見守られ上手』
Vol.30

　近年、少子高齢化や核家族化などにより社会との関わ
りやつながりが薄れている世帯が増えてきており、見守り
の必要性が高まっています。しかし、見守り活動で重要な
のは見守る側ではなく、実は見守られる側の役割が大き
いのです。
　つまり、見守られる側が自分の身の安全を守るために
考え、行動することのほうが重要なのです。

　今回は「見守られ上手」になるための知恵をいくつかあ
げてみましたので、是非実践してみてはいかがでしょうか。
さあ、あたなも「見守られ上手」になってみませんか！

①家に閉じこもらず外に出かける。（近所の
人が自然に見守ってくれる。）
②決まった場所へ行く。（来なかった時に心
配してくれる。）
③人を家に呼ぶ。（家に見守りに来てもらう。）
④自分の生活リズムや体調を知ってもらう。
（普段を知ることで変化に気づいてもらう。）

　左記の日程でボランティア清掃活動を
行います。子どもからお年寄りまで、ど
なたでも気軽に参加できます。
　みんなで清掃活動をして津和野のまち
をきれいにしましょう。

（順不同・敬称略）
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（
香
典
返
し
）

　

金
山　

大
助　

様
（
部
栄
）

	

（
故　

中
島　

八
代　

様
）

　

澄
川　

達
矢　

様
（
直
地
）

（
故　

澄
川　

榮
子　

様
）

　

世
良　

厚
志　

様
（
鷲
原
）

（
故　

世
良　
　

優　

様
）

　

中
村　
　

修　

様
（
田
二
穂
）

（
故　

中
村　

文
代　

様
）

　

板
垣　

敬
司　

様
（
名
賀
）

（
故　

板
垣　

ヱ
イ
子　

様
）

　

大
野　

美
恵
子　

様
（
中
座
）

（
故　

大
野　

幸
男　

様
）

　

岡
本　

光
泰　

様
（
鷲
原
）

（
故　

野
村　

文
枝　

様
）

　

宮
本　

哲
宏　

様
（
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
）

（
故　

宮
本　

雅
子　

様
）

　

豊
田　

直
記　

様
（
直
地
）

（
故　

豊
田　

シ
ヅ
コ　

様
）

　

齋
藤　

治
登
志　

様
（
内
美
）

（
故　

齋
藤　

寅
義　

様
）

　

木
村　

彰
博　

様
（
益
田
市
）

（
故　

木
村　

茂
美　

様
）　

（
一
般
寄
付
）

　

イ
ワ
タ
ニ
島
根
㈱　

様
（
後
田
）

　

伊
藤　

清
子　

様
（
山
下
）

　

玉
井　

道
子　

様
（
後
田
）

　

気　
　
　

功　

様
（
町
田
）

　

有
福　

時
子　

様
（
豊
稼
）

　

匿
名
１
名

（
物
品
寄
付
）

　

金
山　

大
助　

様
（
部
栄
）
介
護
用
品

　

三　

松　

堂　

様
（
森
村
）
食
糧
品

　

妙　

寿　

寺　

様
（
後
田
）
食
糧
品

　

匿
名
４
名	

	

　

食
糧
品

　

匿
名
１
名　
　
　
　
　
　
　

タ
オ
ル

（
香
典
返
し
）

　

阿
部　

龍
太
郎　

様
（
瀧
元
）

（
故　

阿
部　

孝
二　

様
）

　

吉
村　

玉
枝　

様
（
日
原
）

（
故　

吉
村　

利
政　

様
）

　

豊
田　

泰
憲　

様
（
須
川
）

（
故　

豊
田　

秀
子　

様
）

　

石
川　

和
博　

様
（
池
村
）

（
故　

石
川　

忠
美　

様
）

　

桑
原　

功
子　

様
（
冨
田
）

（
故　

桑
原　
　

豊　

様
）

　

吉
田　

福
美　

様
（
相
撲
ヶ
原
）

（
故　

吉
田　

二
郎　

様
）

　

坂
﨑　

善
樹　

様
（
瀧
元
）

（
故　

坂
﨑　
　

誠　

様
）

　

山
下　

ト
モ
子　

様
（
瀧
元
）

（
故　

山
下　
　

眞　

様
）

　

水
津　

芳
子　

様
（
日
原
）

（
故　

水
津　

貞
夫　

様
）

　

安
村　

義
夫　

様
（
須
川
）

（
故　

安
村　
　

實　

様
）

　

齋
藤　

千
賀
子　

様
（
瀧
元
）

（
故　

齋
藤　

綾
子　

様
）

　

渡
邉　

孝
義　

様
（
日
原
）

（
故　

渡
邉　

サ
ダ
コ　

様
）

　

水
津　

サ
チ
子　

様
（
枕
瀬
）

（
故　

水
津　
　

寛　

様
）

　

安
村　
　

博　

様
（
益
田
市
）

（
故　

安
村　

貞
子　

様
）

（
一
般
寄
付
）

　

昌
和
道
路
㈱　

様
（
枕
瀬
）

　

益
田
法
人
会　

様
（
益
田
市
）

　

齋
藤　

治
枝　

様
（
瀧
元
）

　

村
上　
　

清　

様
（
相
撲
ヶ
原
）

　

有
福　

壽
美　

様
（
豊
稼
）

　

匿
名
２
名

（
物
品
寄
付
）

　

楠　
　

武
司　

様
（
商
人
）
介
護
用
品

　

Ｊ
Ａ
日
原
支
店　

様
（
日
原
）
生
活
用
品

　

村
上　

克
恵　

様
（
日
原
）
食
糧
品

　

匿
名
５
名	

	

　

御
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
元
年
12
月
31
日
受
付
分
ま
で
）（
受
付
順
）

皆様のご厚意は社会福祉事業に活用させていただきます。
発行の都合により掲載時期が遅くなりましたが、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。

傾聴（話の聴き方）についての 講演会のお知らせ
～『聴き方』しだいで人間関係が決まる！！ ～

日　時：	令和２年 ３月１７日（火）　午前１０時～正午

会　場：	津和野町福祉センター（社協津和野支所）

講　師：	NPO法人日本傾聴ボランティア協会

	 　　　　　　　事務局長　山田　豊吉　氏

参加費：	無　料（どなたでもご参加いただけます。）

　「夫の機嫌がいつも悪くて困る」、「妻にいつも小言を言われてうんざり」、「子どもの聞き分けが悪くて

大変」、「人間関係がうまくいかない」などの悩みはありませんか？

　そんな悩みを解決するためのとっておきの方法は、人の話を聴くことです。実はコミュニケーションに

重要なのは「聴く力」なのです。良好な人間関係をつくりたいと思ったら、まずは相手の話を一生懸命聴

くことが大切です。キチンと相手の話を受け止めて聴くことにより、安心感が生まれ、深い信頼関係がつ

くられるのです。

　今回は、より良く聴くための心構えや技法などについて講演をしていただきます。

　多数のご参加をお待ちしております。

津
和
野
支
所
受
付

本
所
受
付


